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 必要書類 

【応募時に必要な書類】 

◆派遣機関の公文書 または推薦書（専用の書式はありません） ◆入学願書(様式第 1 号の 5)

◆履歴書(様式第 2 号の 1) ◆志望調書(様式第 3 号)

【入学時に必要な書類】 

◆誓約書(様式第 4 号)

 その他 ◆長期研修注意事項

■ 目 的

地域・職域において、効率的・効果的な保健事業を PDCA サイクルで実施するために必要な、健診・

レセプト情報・疫学調査・公的調査統計等のデータの加工・集計・分析の技能を習得することを目的

とします。 

■ 対象者

1. 国、地方公共団体、医療保険者（これらを支援する研究機関や国保連合会等を含む）において、

健診・保健指導・レセプト・公的調査統計等のデータの分析業務に従事し、または従事しようと

する方。

2. 前号に掲げる者と同等以上の学識および経験を有すると院長が認める方。

■ 募集定員

専門課程Ⅲ全体で 30 名

■ 実施期間

前期：令和 8 年 9 月 7 日(月)～9 月 28 日(月) （13 日間）

後期：令和 9 年 2 月 19 日(金)（発表会 1 日間）

※前期・後期の間の期間は、実務に直結する課題への取り組み期間（毎月末にレポート提出等）と

なります。

■ 受講場所

本研修はオンラインでの実施となります。研修に専念できる場所を受講者側で確保してください。

オンライン研修は、Zoom による双方向の講義となります。研修生の方はリアルタイムで受講し、

◆入学願書(様式1号の6)
（受講方法の記入欄付き）

ディスカッションやグループワークへの参加が必要になります。 
令和8年度は試験的に, 集合若しくはオンライン(Zoom)の選択形式(ハイブリッド)での実施を検
討しています。出願時に前期と後期それぞれで希望する受講方法をご提出いただき、合格者に受
講場所をお知らせする予定です。
集合形式を選択されても各期の集合形式の最小催行人数(2名)に達しない場合は全員オンライン
形式のみでの開催となります。

<<集合若しくはオンライン(Zoom)の選択形式(ハイブリッド)>>

https://www.niph.go.jp/entrance/r8/index.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/other/type.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/schedule_short.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/schedule_long.pdf
https://www.niph.go.jp/
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/word/form-dispatch.docx
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/word/form-02-01-career.docx
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/word/form-03.docx
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/word/form-04-pledge.docx
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/other/caution_long.pdf
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https://www.niph.go.jp/entrance/r8/word/form-01-06-admission.docx
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■ 応募資格

１．大学の教養程度の数学・統計学・情報処理の知識を有し、遠隔研修に参加できる PC やインター

ネット等の環境があること。

2．本研修の講義をすべて受講できること。 

3．オンライン研修受講に係る諸条件等について対応できること。 

オンライン研修受講に係る諸条件等については こちら

■ 申込受付期間

令和 8 年 5 月 1 日(金)～5 月 2９日(金)（必着）

追加募集：令和8年6月22日（月）～令和8年7月10日（金）（必着）

■ 選考方法

書類選考を行い、決定します。

■ 修了の要件

全科目を履修し、かつレポート等の審査の結果、修了したと認められた場合。

■ 科目一覧(予定)

政策に関する基礎知識： 健康施策とデータ活用概論 

情報処理技術： 情報処理技術概論、データ加工技術、分析ツール開発 

疫学・統計： 疫学、生物統計学、公的調査統計概論 

データ分析実践： ヘルスデータ分析各論

課題への取り組み： 

前期研修で実務に直結する課題を設定し、後期研修の発表会までにそれを達成する。 

例）・県内市区町村・保険者別の健診・医療・介護等のデータを集計し見える化を図る。 

・医療費の観点からみた特定健診・特定保健指導の効果の評価（またはその支援）を行う。

・データヘルス計画、医療費適正化計画等の評価・見直し（またはその支援）を行う。

■ 参考事項

１．ＰＣ演習の際には、デュアルモニタまたはＰＣが２台あると、一方に講師の操作画面を映しながら、

他方で自分の作業を行うことができ、効率的に研修を受講できるので、強く推奨します。 

ネットワーク回線の速度に不安がある場合には、ＰＣ１台にデュアルモニタがお勧めです。ＰＣ

２台の場合には、２台とも Zoom を使用できるようにしてください。 

2．Microsoft Access を用いた演習を１日予定しています。できるだけ使用できるようにしてくだ  

<<集合若しくはオンライン(Zoom)の選択形式(ハイブリッド)>>

https://www.niph.go.jp/entrance/r8/index.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/other/type.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/schedule_short.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/schedule_long.pdf
https://www.niph.go.jp/
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/pdf/online.pdf
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さい。使用できない場合、当該日は説明だけになります。 

3．組織によっては、職場のＰＣへのフリーソフトのインストールやマクロ付きのエクセルファイル

(xlsm ファイル)をダウンロードして使用することが許可されないことがあります。これらが可能な

ＰＣをご用意ください。使用するフリーソフトは後日お知らせします。 

修了者・派遣元からの感想等（フォローアップ調査報告書より抜粋） 

■ 受講料

受講料は必要ありません。

■ 申込・お問合せ先（お問合せは原則メールでお願いします。）

国立保健医療科学院総務部研修・業務課研修第一係

〒351-0197 埼玉県和光市南 2-3-6

Email：kensyu.info@niph.go.jp

TEL：048-458-6188

<<集合若しくはオンライン(Zoom)の選択形式(ハイブリッド)>>

https://www.niph.go.jp/entrance/r8/index.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/other/type.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/schedule_short.pdf
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/schedule_long.pdf
https://www.niph.go.jp/
https://www.niph.go.jp/entrance/r8/other/l7followup.pdf
mailto:kensyu.info@niph.go.jp
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